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パッケージツアーの構造とその変化
―製品アーキテクチャ論からの分析―

野口　洋平

　本研究は，日本のパッケージツアーについて，海外旅行自由化前後から，オンライン旅行業
登場までを対象に，「製品アーキテクチャ論」からの分析と検討を通じて，商品としての構造
や特性を明らかにし，イノベーションの契機や仕組み，業界での競争で採用される戦略につい
て検討した．研究の方法として，パッケージツアーに関する文献研究を行った．また，複数企
業による複数の旅行サービスから構成されるパッケージツアーの特徴から，製品のイノベー
ションと製品の構造や特性の関係に着目した「製品アーキテクチャ論」を分析の枠組みに採用
した．本研究の特徴は，パッケージツアーについて，イノベーションや競争優位性，消費者と
の関係性等に着目し学術的，体系的に検討した点，「製品アーキテクチャ論」から検討した点，
サプライヤー＝部品メーカー，旅行業＝組立メーカーと見立てている点，実務での戦略の検討
に新たな視点を提供しうる点にある．

キーワード： パッケージツアー，製品アーキテクチャ論，旅行素材のインターフェース，オー
プン－インテグラル型，旅行コングロマリット化戦略
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1．研究 概要

（1）研究の背景と目的
　本研究の背景として，パッケージツアーが日本
の海外旅行の普及に貢献した点，その誕生から現
在まで，商品としての構造や構成においてさまざ
まな変化があった点，パッケージツアーをめぐる
学術研究ではサービス分野からの分析が中心で
あった点，イノベーション論から検討した先行研
究が見当たらない点について指摘することができ
る．
　本研究は，日本のパッケージツアー1）について，
海外旅行の自由化前後の 1960 年代中頃から，オ
ンライン旅行業が登場する 1990 年代後半までの
期間を対象に，「製品アーキテクチャ論」の視点
からの分析と検討を通じて，商品としての構造や
特性を明らかにし，パッケージツアーをめぐるイ
ノベーションの契機や仕組み，業界内での競争に
おいて採用される戦略について明らかにすること
を目的とする．

（2）研究の方法と手続き
　研究の方法として，日本のパッケージツアーに
関する先行研究および資料を対象にした文献研究
を行う．パッケージツアーをめぐるイノベーショ
ンの契機や仕組み，業界内での競争における対応
について，本研究で設定した方法・手順で収集し
内容を確認した先行研究を整理した上で，本研究
の目的を踏まえた基準で取り上げたパッケージツ
アーや旅行業，旅行業界を対象にした先行研究お
よび資料をもとに検討する．分析の枠組みとして，
複数企業による複数の旅行サービスから構成され
るパッケージツアーの分析に適するという判断か
ら，製品のイノベーションと製品の構造や特性の
関係に着目した「製品アーキテクチャ論」を採用
する．
　本研究では，パッケージツアーとしての特徴が
強く現れることを前提に，海外パッケージツアー
を研究対象とした（表1）．また，パッケージツアー
自体を分析するために，インターネット等の情報
通信技術の発達や普及によって，産業構造や旅行
者との関係性が大きく変化する前の時期を対象と
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する．
　なお，ランドオペレーターは，パッケージツアー
に関する分析と検討において重要な存在であるも
のの，両者の関係は多様であり，時代とともに変
化するなど実態として複数の形態が存在するた
め，予約・手配の内容を決定する主導権は，基本
的に旅行業者側にあると仮定する．
（3）本研究の構成
　本研究は，全体で 6 章から構成されている．
　第 1 章では，研究の背景と目的，構成，研究方
法の提示を行う．第 2 章は，パッケージツアーの
構造・特性に関する先行研究の検討を行い，本研
究の研究対象であるパッケージツアーの変遷と商
品としての構成と特性について確認する．第 3 章
は，本研究における分析の枠組み・分析視点の提
示を目的に，製品アーキテクチャ論に関する先行
研究の検討を行う．第 4 章は，海外パッケージツ
アーの歴史的経緯に関する先行研究の検討を行
う．第5章は，第3章で示した製品アーキテクチャ
論の視点から，第 2 章で検討したパッケージツ
アーの構造・特性，第 4 章で検討したパッケージ
ツアーの変遷，パッケージツアーをめぐる競争と
戦略について分析する．第 6 章は，結論，研究成
果，研究課題の提示を行う．

2．海外パッケージツアーの構造と特徴

　第 2 章は，パッケージツアーをめぐる先行研究
のうち，商品としての構造や特性に関連した研究，
分析的に検討した研究，パッケージツアーのイノ
ベーションに関連する先行研究を取り上げ，本研
究の分析視点である「製品アーキテクチャ論」に
よる分析に向けて，パッケージツアーの構造や特
性を明らかにすることを目的とする．

　パッケージツアーの構造（構成）や特性に関す
る、次のような先行研究の検討から構成されてい
る．第 1 節では，海外パッケージツアーについて，
定義，主な種類について，先行研究を検討する．
第 2 節では，パッケージツアーについて，構造と
構成，旅行業者のサービスとしての「予約・手配」
に関する先行研究を検討する．第 3 節では，パッ
ケージツアーのイノベーションについて，それを
引き起こす特性，旅行業者によるサービスと「統
整」，旅行業界内の競争とその環境に関する先行
研究を検討する．

3．製品アーキテクチャのダイナミズム

　本研究における分析の枠組みである製品アーキ
テクチャ論を扱う第 3 章は，主に工業製品の分析
に用いられる製品アーキテクチャ論，特にオープ
ン－モジュラー型の構造に関する議論，インテグ
ラル型への回帰に関する議論を中心に必要な理論
を抽出し，本研究の分析の視点を明らかにするこ
とを目的とする．
　イノベーション研究における製品アーキテク
チャ論について，本研究で必要な視点として整理
すると次のようになる．
•  イノベーションでは，技術進歩のありようが

製品ライフサイクルによって変化する．
•  コモディティ化後のイノベーションには，持

続的と破壊的，漸進的と急進的といった二分
法がある．

•  イノベーションには，製品の構成要素自体の
イノベーションと，構成要素間のつなぎ方の
イノベーションがある．

•  製品全体のイノベーションは，製品の構成要
素自体のイノベーションのみならず，構成要
素間のつなぎ方のイノベーションからも発生
する．

　本研究が理論の枠組みとして取り上げる「アー
キテクチャ」とは，藤本（2001：4）によると，
どのようにして製品を構成部品や工程に分類し，
そこに製品機能を分配し，それによって必要とな
る備品・工程間のインターフェース（情報やエネ
ルギーを交換する「継ぎ手」の部分）をいかに設
計・調整するかに関する基本的な設計構想のこと

表 1　国内旅行と海外旅行の比較

秋山（2006：61），髙井（2013：45）をもとに筆者作成
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である．また，代表的なアーキテクチャの分類法
（図 1）としては，モジュラー型とインテグラル
型という軸と，オープン型とクローズ型という軸
がある（藤本，2001：4-7，佐伯，2008：136-140）．
　第 3 章では，オープン－モジュラー型の限界，
インテグラル型への回帰，モジュラー型とインテ
グラル型のあいだでイノベーションが繰り返され
ている，といった指摘の先行研究を中心に，本研
究の分析の枠組み・分析の視点の提示に必要な議
論を取り上げる．イノベーション研究における製
品アーキテクチャ論については，その変遷を対象
にして抽出した先行研究を検討する．第1節では，
製品アーキテクチャ論について，イノベーション
研究における位置づけ，モジュール化と製品アー
キテクチャ，ビジネス・アーキテクチャに関する
理論を検討する．第2節では，製品アーキテクチャ
のダイナミズム，イノベーションの法則，に関す
る先行研究を検討する．第 3 節では，インテグラ
ル型への回帰とモジュール分割に関する先行研究
を検討する．

4．日本における海外パッケージツアーの変遷

　パッケージツアーの変遷に関する研究を扱う第
4 章は，日本における海外パッケージツアーの変
遷，海外パッケージツアーの質的変化，日本人の
海外旅行スタイルの変化などを対象に，先行研究
を検討し，商品としての特性や構造，特にイノベー
ション研究と製品アーキテクチャ論から分析する
ことを目的とする．
　第 4 章は，日本の海外パッケージツアーの主な
変遷について，先行研究を抽出し検討する．第 1
節では，パッケージツアーの誕生と変遷について，

黎明期（表 2），第 1 次成長期（表 3），第 2 次成
長期および不安定期（表 4）の 4 つの時期に分け
て検討する．第 2 節では，旅行業者によるサービ
スの日本化への取り組みについて，海外拠点設置
と日本的サービスの提供，関連法の制定と改正に
ついて先行研究を検討した．第 3 節では，製品ラ
イフサイクル理論，旅行の個人志向化について先
行研究を検討する．

5．製品アーキテクチャ論から見たパッケー
ジツアーの分析視点と競争の焦点

　パッケージツアーの製品アーキテクチャを検討
する第 5 章では，第 2 章，第 3 章および第 4 章で
の先行研究の検討をふまえて，海外パッケージツ

図 1　アーキテクチャの分類 表 2　海外パッケージツアーの変遷とその環境①

表 3　海外パッケージツアーの変遷とその環境②

表 4　海外パッケージツアーの変遷とその環境③

藤本（2001：6）に筆者がタイプ名加筆
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アーの製品アーキテクチャの変化に着目し考察す
ることを目的としている．また，それが海外パッ
ケージツアーをめぐる企業間，商品間での競争に
おいて，どのような影響を与えたのかを検討する
ことを目的としている．
　第 5 章は，第 2 章から第 4 章における先行研究
の検討に基づいた考察と事例の提示から構成され
ている．第1節では，パッケージツアーの製品アー
キテクチャについて，基本的な構造と商品特性か
ら分析するための視点について考察する．第 2 節
では，海外パッケージツアーの変遷をイノベー
ションととらえた場合の主体について考察する．
第 3 節では，海外パッケージツアーにおける競争
について，製品アーキテクチャ論からその焦点に
ついて考察する．

6．結論

　まとめおよび考察を行う第 6 章は，第 2 章から
第 5 章での先行研究の検討，および議論をふまえ，
本研究の目的に沿って考察すること，今後の研究
課題を提示することを目的としている．第 1 節で
は，本研究のまとめを行う．第 2 節では，本研究
の研究成果を踏まえ，製品アーキテクチャ論に関
するサービス分野からの新たな可能性の提示，旅
行業の経営戦略について提示する．第 3 節では，
今後の研究課題を提示する．
　研究の結果，パッケージツアーについて，その
構造や特性，分析する際の視点，中心的な価値を
分析することによって，製品アーキテクチャ論か
らの検討の有効性が明らかになった．
　その結果，パッケージツアーのモジュールは，
そのインターフェースがオープンで共通化してお

り（図 2），どの旅行業者でも，どのパッケージツ
アーでも，モジュールを組み合わせて商品を作る
ことが可能であるといえる（図 3）．また，同じ視
点から考えると，パッケージツアーを利用しない
一般の観光者とも直接取引が可能である（図 4）．
　パッケージツアーにおけるインテグラル化＝

図 2　旅行素材のインターフェースのイメージ
（点線の丸で囲った部分がインターフェース）

図 3　旅行素材の組み合わせによる
パッケージツアーのイメージ

図 4　旅行素材と旅行業者・旅行者との
取引関係イメージ
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「擦り合わせ」とは，「組み合わせの妙」による新
たなニーズへの対応であり，新しい要素や技術へ
の対応であるといえる．例えば，ジャンボジェッ
ト機の登場というサプライヤー2）におけるイノ
ベーションが契機となり，パッケージツアーの構
造が見直され，また新たな標的市場や販売方法が
生み出されていったことは，一度製品アーキテク
チャが確立され，モジュラー化が進んだパッケー
ジツアーにおけるインテグラル型への回帰である
といえる（図 5）．その中で，構成要素間の擦り
合せについては，旅行業者に加えてランドオペ
レーターもそれを担うことができるものの，本研
究では，操作的にその主導権は旅行業者にあると
仮定して検討する．
　パッケージツアーにおいて，特に高度に擦り合
わせされたパッケージツアーにおいて，各サプラ
イヤーが持つすべての機能・役割が使用されるの
ではなく，もしくはすべてが利用されるのではな
く，利便性や確実性が高い旅行，経済性や合理性
が高い旅行の目的に応じて限定的に利用される，
または一部を変更して利用されるといえる．それ
に対して，FIT3）では，旅行素材の利用の範囲と
方法について，日程や予算，同行者などの都合に
よって，結果的に限定的な利用になる可能性はあ
るものの，あらかじめ決められておらず，サプラ
イヤー側も把握することができないので，旅行者
が必要に応じて，または適宜サプライヤーに指定

（指示）する，すなわち旅行者自身が旅行目的に合
わせてそれぞれ最適に設定することになる（図6）．

　パッケージツアーについては，商品の種類とし
てのフルパッケージ型4）とスケルトン型5），商品
の製品アーキテクチャとしてのインテグラル型と
モジュラー型の関係性を示した．また，パッケー
ジツアーの中心的な価値として，利便性や確実性
が高い旅行，経済性や合理性が高い旅行のための

「旅行サービスの利用の範囲と方法に関する最適
な設定」を提示し，その度合いについてスケルト
ン型に比べてフルパッケージ型が大きいことを示
した．さらに，「旅行者の旅行業者に対する依存度」
について，FIT よりパッケージツアーのほうが
大きく，スケルトン型よりフルパッケージ型のほ
うが大きいこと，「旅行者に求められる旅行に関
する知識・技術」についてはその逆になっている
ことを示した．続いて，旅行業における手配請負
型・受動的業態と主体的・能動的業態（パッケー
ジツアー造成 6））（小林弘二，2009：48）を示した．
そして，旅行者のうち，初級・中級ユーザー的旅
行者については，主にパッケージツアーを利用す
ること，上級ユーザー的旅行者7）については，個々
の旅行の状況次第で合理的な選択をする，すなわ
ちフルパッケージ型からスケルトン型，そして
FIT まで，幅広く選択する可能性があることを
示した（図 7）．
　パッケージツアーにおいて，モジュール間のイ
ンターフェース設計ルールを自社だけで閉じるこ

図 5　ジャンボジェット機の登場による
インテグラル型への回帰

柴田（2008：85）をもとに筆者作成

図 6　フルパッケージ型ツアーの最適化
田中（2009：123）をもとに筆者作成
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とは困難であり，完全なクローズ－インテグラル
型の商品，完全なクローズ－モジュラー型の商品
は存在しない．この点について，第 3 章で触れた
サービス分野における「オープン－インテグラル 
型」のアーキテクチャから検討すると，パッケー
ジツアーは基本的に他社との分業が前提であり，
擦り合わせの程度によってフルパッケージ型とス
ケルトン型に分かれている．よって，パッケージ

ツアーでは，完全なクローズ型の商品は存在しな
いと考えられるため，そもそもオープン型である
ことを前提に，擦り合わせの程度をめぐりインテ
グラル型のフルパッケージ型とモジュラー型のス
ケルトン型とのあいだでアーキテクチャが変化す
ると指摘できる（図 8）．
　こうした視点からフルパッケージ型を見た時
に，第 5 章第 2 節で取り上げた事例は，利便性や
確実性が高い旅行，経済性や合理性が高い旅行を
めぐるイノベーションであったと指摘することが
できる．海外現地の日本化や自社トロリーバスの
運行は他社が組み込むことのできない利便性や気
軽さ，カリスマ添乗員は高い専門性を通じて，個
人では難しい予約・手配をそれぞれ実現してい
る．そして，旅行業者と旅行者がそれぞれ同時に
イノベーションに関わるという「並行イノベー
ション」という視点から見た場合には，クラブツー
リズムにおける商品開発では，利便性や確実性が
高い旅行，経済性や合理性が高い旅行をめぐる新
たなニーズの創造において旅行者が参加している
点を指摘できる（図 9）．
　旅行者やクラブのメンバーがニーズ情報に基づ
いて求められる利便性や確実性が高い旅行，経済
性や合理性が高い旅行を設定し，旅行業者が技術
情報に基づいて，それを実現するための予約・手
配を行っている．そのあいだに，「フレンドリー
スタッフ」が「ツールキット・モジュール」とし
て，並行イノベーションを実現するツールとなっ
ている．このような利便性や確実性が高い旅行，

図 7　パッケージツアーの
中心的な価値と旅行者のスキル

資料：柴田（2008：85）をもとに筆者作成

図 8　パッケージツアーのアーキテクチャの分類
藤本（2001：6）をもとに筆者作成

図 9　クラブツーリズムを事例にした
パッケージツアーの並行イノベーション戦略を

可能にするモジュール分割
柴田（2008：147）をもとに筆者作成
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経済性や合理性が高い旅行をめぐるイノベーショ
ンにおいては，その水準を高めるために「擦り合
わせ」が行われ，その担い手である能力や情報を
持ったステークホルダーが参加していることが分
かる．
　また，イノベーションの契機，その仕組，競争
における焦点を分析することによって，業界内の
対応を製品アーキテクチャ論から検討することが
可能であることが明らかになった．
　さらに，旅行素材の特性により，パッケージツ
アーの製品アーキテクチャがオープン型になりや
すい傾向がある点，パッケージツアーでは，モ
ジュール間のインターフェース設計ルールを自社
だけで閉じることが事実上困難なため，自社の裁
量のみで閉じることのできる旅行素材としての

「旅行業者自身によるサービス」が差別化の焦点
になる点，パッケージツアーの商品としての中心
的な価値は，観光者間の旅行をめぐるスキルの差
を補って，利便性や確実性が高い旅行，経済性や
合理性が高い旅行を実現する，または最大化する
ための「旅行サービスの利用の範囲と方法に関す
る最適な設定」である点を指摘した．
　その上で，完全なクローズ型の商品が存在しな
いことを前提に，パッケージツアーにおける「オー
プン－インテグラル型」製品アーキテクチャが存
在する可能性，流通分野の研究成果との関係性，
旅行コングロマリット化の戦略についても指摘し
た．
　本研究の特徴は，パッケージツアーについて，
イノベーションや競争優位性，消費者との関係性
などの産業特性に着目し，学術的，体系的な検討
を目的にしている点，従来，主に工業製品をめぐ
る経営戦略等の分析に用いられてきた「製品アー
キテクチャ論」の視点から検討する点，サプライ
ヤーを「部品メーカー」，旅行業を「組立メーカー」
と見立てて分析している点，実務に対して戦略の
検討などの際の新たな視点を提供しうる点にあ
る．■

【注】
1 ） あらかじめ旅行のテーマや内容が決められていて，必

要な手配や予約が済んでいるツアーのこと．旅行業者
各社がそれぞれの特色を出すことにより，手荷物回送，
シャトルバス，添乗員同行，ガイド，特別拝観など，
付帯的サービスが豊富である．（立教大学観光学部旅行
産業研究会，2016：52）

2 ） 旅行関連サービスを提供する企業
3 ） 海外個人旅行，Foreign Independent Tour の略または

Free Individual（Independent）Traveler の略
4 ） フルペンション型ツアーとも呼ばれ，発地と着地（目

的地）のあいだの往復の交通，宿泊，食事，現地での
移動手段である観光バス，添乗員，現地ガイドなどが
組み合わされる，「至れり尽くせり」の旅行商品である．

5 ） フリープラン型ツアーとも呼ばれ，現地での自由行動
を前提としたシンプルな商品である．交通と宿泊とい
う旅行の骨組み（基本構造）という意味でスケルトン
と呼ばれる．

6 ） 造成とは，パッケージツアーを商品として企画し，販
売できる状態にすることである．

7 ） 髙井（2013）によると，観光者と旅行業者の関係は，
旅行経験と比例して希薄になるという段階を経て，観
光者が状況に応じて，自律的に旅行業者との関係を変
化させる．本研究では、そのような旅行者を上級ユー
ザー的旅行者と呼ぶ．
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